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市町村合併による小学校３年生社会科地
域学習の変化：さいたま市を事例に

青柳　沙彩　

　平成に入り，日本では「平成の大合併」と呼ば

れる市町村合併が各地で行われた．さいたま市

も，平成 13(2001) 年の浦和市，大宮市，与野市

の 3 市合併に始まり，その 4 年後の平成 17(2005)

年に岩槻市が編入合併し，現在のさいたま市と

なった．小学校 3 年生社会科の地域学習では，身

近な地域を学ぶことを目的に，自分たちの住む市

を対象に学習してきた．しかし，近年の市町村合

併によって市域が広がり，子どもたちが市を身近

な地域として捉えにくくなっている可能性が指摘

されている ( 伊藤 2006)．本論文では，さいたま

市における小学校 3 年生社会科の地域学習の変化

に着目し，授業で主に使われる副読本の分析，教

育委員会の方へのインタビュー調査，授業を受け

持つ教員へのアンケート調査を行い，市町村合併

によって地域学習の内容にどのような変化があっ

たのか，また，それに対する教育委員会の対応や，

教員の意識を明らかにすることを目的とし，今後

の地域学習のあり方を考察することとした．

　調査の結果，合併後のさいたま市の副読本にお

いては，掲載地図が小さくなり，年表の記載事項

も削減されていた．また，市町村合併で広域化し

た学習対象地域への対応として，教育委員会がい

くつかの対策を行っていたことが明らかになっ

た．具体的には，小学校中学年の全てのクラスに

1 冊ずつ『社会科副読本「新しいさいたま市」指

導資料』を配布し，社会科フィールドワーク研修

会を行い，希望する教員が授業で扱う事例地を実

際に見に行く機会を設けた．また，教員へのアン

ケート調査において，それら教育委員会の対応が

どの程度実際の授業で生かされているのかを明ら

かに出来た．社会科フィールドワーク研修会への

参加はそれほど高いものではなかったが，指導資

料に関しては，どの年代の教員も授業時間の 7 割

以上をこの指導資料を参考にして授業を進めてい

ることがわかった．しかし，対策が生かされてい

ることもある反面，市域の広がりによって子ども

たちが身近な地域と捉えにくく，自分の住む地域

以外の地域のイメージを持ちにくくなっていると

いう意見もあった．また，市域の広がりは，子ど

もたちだけでなく，教員が困難を抱えることにも

つながっていることが明らかになった．今後は，

子どもたちが身近な地域をきちんと理解できるよ

う，教育委員会と教員双方がより一層協力してい

くことが求められるのではないかと考える．

駅弁からコンビニブランドへ：
富山県名産鱒寿司を例にして

石橋　佳奈　

　富山県名産の鱒寿司が近年，東京のデパートや

スーパーで購入できるようになり，富山で製造さ

れた鱒寿司がコンビニエンス・ストアでも販売さ

れている．この鱒寿司を例にして，駅弁とコンビ

ニという二つの相反する業態が結びつく要因を解

明しようと試みた．そのために，全国的に販売さ

れている三つのタイプの鱒寿司に焦点を当て，鱒

寿司製造企業３社への聞き取りの結果を基に，各

商品の特徴を明らかにし，広域化・ブランドとい

う観点から各企業の経営論理を分析した．

　三つのタイプの鱒寿司を製造している企業は，

「源」のような，鉄道が開通した時から駅弁の販

売権を得て鱒寿司を富山の駅弁として製造・販売

してきた企業，「昔亭」のような元々は鱒寿司以

外の食品を製造していたが，近年簡易版の鱒寿司

を開発するようになった富山県内の企業，「カネ

美食品」のような，コンビニの米飯食品の一つ
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